
 

 

令和５年１１月２０日 設立総会決定 

第 86回国民スポーツ大会・第 31回全国障害者スポーツ大会 

開催基本方針 

 

１ 基本方針 

 第 86回国民スポーツ大会及び第 31回全国障害者スポーツ大会は、スポーツの振

興だけでなく、未来を担う子どもたちに多くの夢や希望を与え、県民の健康増進や

共生社会の実現、地域経済の活性化など、明るく豊かな地域づくりにも大きく寄与

することが期待されます。 

大会の開催に当たっては、主催する県や市町村、競技団体のみならず、県民や民

間企業、教育機関、関係団体などが一丸となり、オール山梨で協働し、集合知を発

揮しながら、スポーツの振興に取り組みます。 

また、スポーツを通じた共生社会と持続可能な大会運営の実現に向け、従来の手

法にとらわれず、様々な実証を行いながら、新たな時代にふさわしい大会モデルを

構築することに積極果敢に挑戦していきます。 

 

２ 実施目標 

（１）スポーツのチカラを生かした県民の豊かさ創出 

大会の開催に向け、スポーツによって得られる楽しさや喜びを県民に広く周知

するとともに、県民が身近にスポーツを楽しめる環境を整えることにより、心と

体の健康増進を一層図ります。また、スポーツを楽しむ場としての本県の魅力を

国内外に広く発信し、来訪者の増加による地域経済の活性化などに結びつけるこ

とにより、豊かな県民生活の創出を目指します。 

 

（２）次世代につながるスポーツ振興 

特に、未来を担う子どもたちにとって、スポーツは豊かな人間性を育む基礎と

なり、「生きる力」を身につける重要な要素となります。このため、子どもたちの

スポーツへの関心を高め、スポーツに取り組むきっかけ作りを進めます。また、

アスリートセンタードの視点に立ち、選手としての能力を存分に発揮できる環境

作りを進めます。このことにより、国内外で活躍する選手を育成する好循環を生

み出しながら、将来にわたる地域スポーツの振興を図ります。 



 

 

（３）共生社会の実現 

明るく豊かな山梨を実現していくためには、お互いを尊重し、自分らしく活躍

できる社会づくりが必要です。このため、性別、年齢、障害や疾病の有無、国籍

などにかかわらず、アーバンスポーツなど様々なスポーツを楽しみ、人と人とが

出会い、交流できる機会を創出します。このことにより、多様な個性を理解し、

受け入れ、互いに支え合う共生社会づくりを進めます。 

 

（４）持続可能な大会運営の実現 

大会には、スポーツを通じて人々の生活を明るく豊かにするという極めて大き

な意義があるが故に、今後も継続して実施することが必要です。一方で、巨額の

経費負担が全国共通の課題となっており、このままでは３巡目の大会開催は困難

になるとの声もあります。この状況に一石を投じ、将来に多大な負担を残さず、

次世代につながる持続可能な新たな大会運営の実現に向け、大会の大胆な簡素・

効率化や新たな収入確保に取り組みます。また、施設整備においては、民間施設

も含めた既存施設の有効活用を図るとともに、必要に応じて県外施設の利用も積

極的に検討します。 


